
大問1 

解答 

 10
 

解説 
 2025に気づけましたか？

 

大問2 

解答 
 𝐴 = 4,  𝐵 = 7,  𝐶 = 2,  𝐷 = 3,  𝐸 = 1,  𝐹 = 0,  𝐺 = 8,  𝐻 = 9

 

解説 
 5桁 − 4桁 = 2025だから、𝐸 = 1

 𝐸 + 𝐹 = 𝐸より、𝐹 = 0
 𝐸𝐸 − 𝐻 = 2より、𝐻 = 9

 𝐵×𝐷の下1桁が1だから、残っている2345678のうち、
 かけて下1桁が1となる組み合わせは3と7のみ

 あとはどちらも試すと、𝐵 = 3、𝐷 = 7が不適とわかるので
 𝐵 = 7、𝐷 = 3

あとは頑張ります 
 

 
 

大問3 

解答 
81cm² 

解説 
正方形の性質を利用して辺BDを辺CDに合わせる。 
また、辺GHを辺GJに合わせる。 
そうすると、辺CDと辺DGと辺GJの長さの和が、 



19cmになるとわかる。 
そして、2番目に小さい正方形の1辺の長さが　 
(19−2+4)÷3＝21÷3＝7　で7cmになることがわかる。 
１番大きい正方形ABCDの１辺の長さは7＋2＝9cmで 
あることがわかる。 
よって四角形ABCDの面積は9×9＝81cm²になる。 
 

 
 

大問4 

解答 

1981 

解説 
     

     

     

     

     

 
5×5のマス目で考えてみると上図の場合はビンゴにはならないか、あと1つどこか開けば必ずビン
ゴになる 
よって最大値は5×5‐5+1=21 
 
同様にして45×45について考えてみるとあと45コまではビンゴにならずにすみどこか1つが開け
ば必ずビンゴになる 
よって45×45‐45+1= 1981 
 

 

大問5 

解答 
54度 

解説 
線対称にすると、正三角形ができる。 
なので正五角形ができて、正五角形の角の半分になる。 
 



 

大問6 

解答 

 5
12 倍

解説 

 

 空洞のない立方体の体積を1とし、面𝐴𝐶𝐺𝐸の中心を𝐼　面𝐶𝐷𝐻𝐺の中心を𝐽
 空洞は　面𝐷𝐵𝐻𝐹の中心を𝐾　面𝐴𝐵𝐸𝐹の中心を𝐿　面𝐴𝐵𝐶𝐷の中心を𝑀　

 面𝐸𝐹𝐺𝐻の中心を𝑁とすると
 （1 − 𝐼𝐿𝐾𝐽✕1÷3）÷2なので、
 ［1 − （1÷2） × 1 ÷ 3］÷2＝ 5

12

 
大問7 

解答 
12 
 



解説 

 

 四角形𝐴𝐵𝐶𝐷の面積を𝑆とおくと,

 (𝐵𝐶 + 𝐶𝐷)2 = 42 + 4𝑆
 𝐵𝐶 + 𝐶𝐷 = 16 + 4 · 32 = 12

(別解)ルートなしで解くパターン 
大きい方の正方形の面積を考えると、4×4+32×4=144 
よってこの正方形の一辺は12 
ここで、正方形の一辺はBC+CDと等しいので 
BC+CD=12 

 
 

大問8 

解答 

54cm² 
 

解説 
 辺𝐶𝐷と辺𝐹𝐸をのばし正三角形𝐸𝐷𝐺をつくります。

 そして辺𝐶𝐷と辺𝐷𝐺、辺𝐹𝐸と辺𝐸𝐺の長さは等しいことより
 三角形𝐷𝐺𝑃は6𝑐𝑚²、三角形𝐸𝐺𝑃は10𝑐𝑚²とわかります。

 四角形𝐷𝐺𝐸𝑃は16𝑐𝑚²で三角形𝐷𝐸𝑃が7𝑐𝑚²なので
 正三角形𝐸𝐷𝐺は9𝑐𝑚²とわかります。



 正三角形𝐸𝐷𝐺は正六角形𝐴𝐵𝐶𝐷𝐸𝐹𝐺の6分の1の面積なので
 正六角形𝐴𝐵𝐶𝐸𝐹𝐺の面積は9×6で54𝑐𝑚²となります。

 

 
大問9 

解答 
24通り 

解説 
 𝐴', 𝐵’, 𝐶’の大小関係は4通り

 ① 𝐴' = 𝑥,  𝐵' = 𝑥 − 2,  𝐶’ = 𝑥
 ② 𝐴' = 𝑥,  𝐵' = 𝑥 − 2,  𝐶' = 𝑥 − 4

 ③ 𝐴' = 𝑥,  𝐵' = 𝑥 + 2,  𝐶' = 𝑥
 ④ 𝐴' = 𝑥,  𝐵' = 𝑥 + 2,  𝐶' = 𝑥 + 4

 
 1 + 2 + ・・・ + 6 = 21

 
 ①のとき　𝐴' + 𝐵' + 𝐶' = 3𝑥 − 2 = 21

 3𝑥 = 23　𝑥 = 23
3   整数ではないため不適

 
 ②のとき　𝐴' + 𝐵' + 𝐶' = 3𝑥 − 6 = 21

 3𝑥 = 27　𝑥 = 9  　∴𝐴' = 9, 𝐵' = 7, 𝐶' = 5
 

 ③のとき　𝐴' + 𝐵' + 𝐶' = 3𝑥 + 2 = 21
 3𝑥 = 19　𝑥 = 19

3   整数ではないため不適

 
 ④のとき　𝐴' + 𝐵' + 𝐶' = 3𝑥 + 6 = 21

 3𝑥 = 15　𝑥 = 5  　∴𝐴' = 5, 𝐵' = 7, 𝐶' = 9
 ただし、𝐶’＞6より不適

 
したがって②のみ成立する 
 

 𝐶'＝５より　か = 5
 𝐴' = 9, 𝐵' = 7

 あ + い + う = 9　　え + お = 6
 ⇒ あ = 1, 　い = 2, 　う = 6　ー①

 または　あ = 2, 　い = 3, 　う = 4　ー②
 

 ①のとき　え = 3　お = 4
 もしくは　え = 4　お = 3



 
 ②のとき　え = 1　お = 6

 もしくは　え = 6　お = 1
 

 ①のとき　あ,い, う　は　3 × 2 × 1 = 6
 え,お　は　2 × 1 = 2

 
 よって　6 × 2 = 12（通り）

 
 ②のときも同様に12通り

 
 したがって12 × 2 = 24（通り）

 
 

大問10 

解答 
6個 

解説 
①自然数Nを千の位をa、百の位をb、十の位をc、一の位をd 
として表し、 N=abcd とする。 
 
②125の倍数の判別方法 
→下三桁が125の倍数（000,125,250,375,500,625,750,875) 
理由…125×8=1000のため4桁目以降はすべて125で割り切れるため。 
 
③3の倍数の判別方法 
→各桁の総和が3の倍数 
 
④自然数Nは4桁なのでaは1〜9(0を含まない)となる。 
 
 
これらを用いて自然数Nを求める。 
②よりbcdは125の倍数である必要がある。 
しかし、自然数Nは0を一つしか含まないため 
0を二個以上含むものは候補から外れる。 
また、④より0を含まないものも除外される。 
よって bcd は 250,750 のみとなる。 
さらに③より a+2+5+0 , a+7+5+0 が 
それぞれ3の倍数である必要がある。 
 
ⅰ)bcdが250のとき 
a+2+5+0=3の倍数 となるときのaは2,5,8 となる。 
よってこの場合の自然数Nは 2250,5250,8250 の3個となる。 
 
ⅱ)bcdが750のとき 



a+7+5+0=3の倍数 となるときのaは 3,6,9 となる。 
よってこの場合の自然数Nは 3750,6750,9750 の3個となる。 
 
ⅰ) ⅱ)より自然数Nの個数は6(個) となる。 

 
大問11 

解答 
 あ：20　う：1　せ：22　な：8

解説 
 

1層目  2層目  3層目 

20 18 4 6 19 17 16 5 21 

15 1 26 25 14 3 2 27 13 

7 23 12 11 9 22 24 10 8 

 15 + 14 + 13 = 42より、列の数の和が42であることが分かる

色々計算していくと 
 

1層目  2層目  3層目 

あ 18 い く 19 こ そ 5 ち 

15 1 26 25 14 3 2 27 13 

お 23 き し 9 せ と 10 な 

 

まで明らかになる。ここで2度目は縦横斜めの全ての列の数の和が42になることを利用して残っ
た数との組み合わせを考えると上図のように一意に定まる。 
 

 

大問12 

解答 
2025 

解説 
88,90,92は連続する偶数なので 
88の倍数から92の倍数までの偶数は 
全て表すことができる。 



88 23=92 22=2024なので88 22-2で × × ×
かつ92 21+2の1934が表すことのできない ×
最大の偶数といえる。 
 
補足:91があっても88の倍数から92の倍数の区間に 
入らないので1934は表せない。 
 
2025は奇数なので作るために必ず91を一回は必要とする。よって2025=1934+91より作れない
ことがわかる。 
また2027以上の奇数も必ず91を一回は足さないといけない。1936以上の偶数は必ず表せること
から不適である。 
よって2025が最大といえる。 
 

 
 
 

大問13 

解答 

　変更後16ー８  2 7(2 3−1)
11 3

解説 

 

 



  円𝐷の半径を𝑟とする。また、上図のように補助線を引く。
 𝐴𝐵 = 𝑅

𝐴
+ 𝑅

𝐵
= 8

 辺𝐵𝐶と𝐴𝐻の交点を𝑇として
 𝐴𝑇 = 𝐴𝐻 − 𝑇𝐻 = 𝐴𝐻 − 𝑅

𝑏
= 9 − 3 = 6

 △𝐴𝐵𝑇において三平方の定理より

 𝐴𝐵2 = 𝐵𝑇2 + 𝐴𝑇2

 𝐵𝑇 = 𝐴𝐵2 − 𝐴𝑇2 = 82 − 62 = 2 7
 よって𝐵𝐶 = 𝐵𝑇 · 2 = 4 7　ー①

 
 次に四角形𝐵𝐶𝐸𝐷に注目する

 △𝐵𝐷𝑃, △𝐶𝐸𝑄において三平方の定理が成立する
 また、仮定より𝑃𝑄 = 𝐷𝐸 = 2𝑟

 したがって𝐵𝐶 = 𝐵𝑃 + 𝑃𝑄 + 𝑄𝐶 = 2𝐵𝑃 + 𝑃𝑄

 = 2 (3 + 𝑟)2 − (3 − 𝑟)2 + 2𝑟 = 4 3𝑟 + 2𝑟　ー②
 

 ①, ②より　4 3𝑟 + 2𝑟 = 4 7
 𝑟(2 3 + 1) = 2 7

 
変更後 
  円𝐷の半径を𝑟とする。また、上図のように補助線を引く。

 𝐴𝐵 = 𝑅
𝐴

+ 𝑅
𝐵

= 8

 辺𝐵𝐶と𝐴𝐻の交点を𝑇として
 𝐴𝑇 = 𝐴𝐻 − 𝑇𝐻 = 𝐴𝐻 − 𝑅

𝑏
= １０ − ４ = ６

 △𝐴𝐵𝑇において三平方の定理より

 𝐴𝐵2 = 𝐵𝑇2 + 𝐴𝑇2

 𝐵𝑇 = 𝐴𝐵2 − 𝐴𝑇2 = 102
ー６

2 = 8
 よって𝐵𝐶 = 𝐵𝑇 · 2 = 16　ー①

 次に四角形𝐵𝐶𝐸𝐷に注目する
 △𝐵𝐷𝑃, △𝐶𝐸𝑄において三平方の定理が成立する

 また、仮定より𝑃𝑄 = 𝐷𝐸 = 2𝑟
 したがって𝐵𝐶 = 𝐵𝑃 + 𝑃𝑄 + 𝑄𝐶 = 2𝐵𝑃 + 𝑃𝑄

 = 2 (4 + 𝑟)2 − (4 − 𝑟)2 + 2𝑟 = 8 𝑟 + 2𝑟　ー②
 

16　 ①, ②より　8 𝑟 + 2𝑟 =
これを解いて、 =−−2＋2 または =−2−2  𝑟 3 𝑟 3
つまりｒ＝16− またはｒ＝16＋  8 3 8 3
r<４よりｒ＝16−  8 3
 
 



 
大問14 

解答 
以下において法6として 

ある 𝑛≡1, 5のとき (𝑛−1)(𝑛+1)
12 コ

ある 𝑛≡2, 4のとき (𝑛−2)(𝑛+2)
12 コ

ある 𝑛≡3のとき (𝑛−1)(𝑛+1)+4
12 コ

ある 𝑛≡6のとき (𝑛−2)(𝑛+2)+4
12 コ

 

解説 
回転や折り返しを区別して考えてみる 
 
ｎコの頂点から3つ選び直線で結べばよいので 

 𝑛𝐶₃ = 𝑛(𝑛−1)(𝑛−2)
1･2･3 = 𝑛(𝑛−1)(𝑛−2)

6

 
ｎが3の倍数であるかないかで正三角形があるかどうか変わり 
ｎが偶数か奇数かで二等辺三角形のでき方が変わるため 
法を6として合同式を使い考える 
 
法を6として 
ｎ≡1のとき​ 正三角形はない 
​ ​ 二等辺三角形は 種類ありそれぞれｎコある 𝑛−1

2

​ ​ その他の三角形は ありそれぞれｎコある​ ​  𝑛𝐶₃ − 𝑛(𝑛−1)
2 コ

​ ​ ｎで割り  (𝑛−1)(𝑛−2)
6 − 𝑛−1

2 = (𝑛−1)(𝑛−5)
6

​ ​ 反転を考えるとそれぞれ2通りずつあり2で割って  (𝑛−1)(𝑛−5)
12

​ ​ よって三角形は  𝑛−1
2 + (𝑛−1)(𝑛−5)

12 = (𝑛−1)(𝑛+1)
12

 
ｎ≡2のとき​ 正三角形はない 
​ ​ 二等辺三角形は 種類ありそれぞれｎコある 𝑛−2

2

​ ​ その他の三角形は ありそれぞれｎコある​ ​  𝑛𝐶₃ − 𝑛(𝑛−2)
2 コ

​ ​ ｎで割り  (𝑛−1)(𝑛−2)
6 − 𝑛−2

2 = (𝑛−2)(𝑛−4)
6

​ ​ 反転を考えて2で割って  (𝑛−2)(𝑛−4)
12

​ ​ よって三角形は  𝑛−2
2 + (𝑛−2)(𝑛−4)

12 = (𝑛−2)(𝑛+2)
12

ｎ≡3のとき​ 正三角形は コある 𝑛
3

​ ​ 二等辺三角形は 種類ありそれぞれｎコある 𝑛−１
2 − 1

​ ​ その他の三角形は ありそれぞれｎコある​ ​  𝑛𝐶₃ − ( (𝑛−１)
2 − 1)𝑛 − 𝑛

3 コ

​ ​ ｎで割り  (𝑛−1)(𝑛−2)
6 − ( 𝑛−1

2 − 1) − 1
3 = (𝑛−1)(𝑛−5)+4

6

​ ​ 反転を考えて2で割り  (𝑛−1)(𝑛−5)+4
12

​ ​ よって三角形は  1 + ( 𝑛−1
2 − 1) + (𝑛−1)(𝑛−5)+4

12 = (𝑛−1)(𝑛+1)+4
12



 
ｎ≡4のとき​ 正三角形はない 
​ ​ 二等辺三角形は 種類ありそれぞれｎコある 𝑛−2

2

​ ​ その他の三角形は ありそれぞれｎコある​ ​  𝑛𝐶₃ − 𝑛(𝑛−2)
2 コ

​ ​ ｎで割り  (𝑛−1)(𝑛−2)
6 − 𝑛−2

2 = (𝑛−2)(𝑛−4)
6

​ ​ 反転を考えて2で割り  (𝑛−2)(𝑛−4)
12

​ ​ よって三角形は  𝑛−2
2 + (𝑛−2)(𝑛−4)

12 = (𝑛−2)(𝑛+2)
12

 
ｎ≡5のとき​ 正三角形はない 
​ ​ 二等辺三角形は 種類ありそれぞれｎコある 𝑛−１

2

​ ​ その他の三角形は ありそれぞれｎコある​ ​  𝑛𝐶₃ − 𝑛(𝑛−１)
2 コ

​ ​ ｎで割り  (𝑛−1)(𝑛−2)
6 − 𝑛−1

2 = (𝑛−1)(𝑛−5)
6

​ ​ 反転を考えて2で割り  (𝑛−1)(𝑛−5)
12

​ ​ よって三角形は  𝑛−1
2 + (𝑛−1)(𝑛−5)

12 = (𝑛−1)(𝑛+1)
12

 
ｎ≡0のとき​ 正三角形は1種類で コある 𝑛

3

​ ​ 二等辺三角形は 種類ありそれぞれｎコある 𝑛−2
2 − 1

​ ​ その他の三角形は ありそれぞれｎコある​ ​  𝑛𝐶₃ − 𝑛
3 − ( (𝑛−2)

2 − 1)𝑛コ

​ ​ ｎで割り  (𝑛−1)(𝑛−2)
6 − 1

3 − 𝑛−2
2 + 1 = (𝑛−2)(𝑛−4)+4

6

​ ​ 反転を考えて2で割り  (𝑛−2)(𝑛−4)+4
12

​ ​ よって三角形は コある1 + ( 𝑛−2
2 − 1) + (𝑛−2)(𝑛−4)+4

12 = (𝑛−2)(𝑛+2)+4
12

 
 
 
大問15 
解答 
2025 
解説 

 1011 = 3 × 337である。
また正の奇数の約数で聞いているので、 

 少なくとも𝑎!は3で336回割れる必要がある。
 これを満たす、𝑎の最小が678であるが、

 5で割る回数なども考えると、
 678と1353はちょうど100回や201回割れる素数を含まない2025は

 ちょうど11ぐらいの素数で201回割れることから
 2025が最小の自然数となりました。

 
 



大問16 

解答 
96 

解説 
 三角錐𝑂𝐴𝐵𝐶について𝑂𝐴＝𝑂𝐵＝𝑂𝐶より

 点𝑂から三角形𝐴𝐵𝐶におろした垂線の足は三角形𝐴𝐵𝐶の外心に一致する。
 三角形𝐴𝐵𝐶の外心を𝐻とすると、三角形𝐴𝐵𝐶は直角三角形だから

 外心𝐻は辺𝐴𝐶の中点であることが分かる。
 (𝑂𝐻 = ℎとすると)ここで、三角形𝐴𝐵𝐶、𝑂𝐻𝐴についての三平方の定理より

 𝑝2 + 𝑞2 = 𝑟2

 ( 𝑟
2 )2 + ℎ2 = 𝑎2

 よって𝑟2 = 4(𝑎2 − ℎ2) = 𝑝2 + 𝑞2

 また、ℎ2 = 𝑎2 − 𝑟2
かつ𝑎と𝑟が正整数であることから、ℎも正整数

つまり、 も正整数だから、 𝑎2 − ℎ2

 𝑀𝑜𝑑4をとると、4(𝑎2 − 𝑟2) ≡ 𝑝2 + 𝑞2 ≡ 0である。
 これと、自然数の平方数を4で割ったあまりは0か1しかないことから、

かつ、 であることが分かる。 𝑝2 ≡ 0 𝑞2 ≡ 0
よって、 は共に偶数。 𝑝, 𝑞
これを用いると、 も偶数だと分かる。 𝑟

 𝑝 = 2𝑝', 𝑞 = 2𝑞', 𝑟 = 2𝑟'とおくと(𝑝', 𝑞', 𝑟'は自然数)

 𝑝'2 + 𝑞'2 = 𝑟'2かつ、𝑟'2 + ℎ2 = 𝑎2

 また、三角錐𝑂𝐴𝐵𝐶の体積𝑉は
 𝑉 = 2𝑝'𝑞' × ℎ × 1

3 = 2
3 𝑝'𝑞'ℎと表せる

𝑝' = 3, 𝑞' = 4, 𝑟' = 5のとき、ℎ = 12, 𝑎 = 13で、𝑉は最小値96をとる
(なぜなら3, 4, 5が直角三角形の全ての辺の長さが自然数となる辺の長さの最小の組だから)
ここで、96が最小であることを示しておく上述の通り、3, 4, 5が最小のくみであるから、ℎ > 3またはℎ = 3

 つまり、底面の三角形の面積が96以下となる𝑝', 𝑞', 𝑟'の組で
 𝑉が96以下となるものがないことを示せればよい

 底面積が96以下になる互いに素な三角形の辺長さの組は(3, 4, 5)(5, 12, 13)(7, 24, 25)(8, 15, 17)
 このうち、いずれも体積が96以下になるものはない

 よって、96が最小

 
 

大問17 

解答 

 𝑎 < 𝑏 < 5
3 𝑎のとき　　𝑎(𝑏 − 𝑎) < 𝑇 ≤ (𝑎+𝑏)2

8



 5
3 𝑎 ≤ 𝑏 < 2𝑎のとき　　𝑎(𝑏 − 𝑎) < 𝑇 < (𝑏 − 𝑎)(3𝑎 − 𝑏)

解説 
左図のように は直角二等辺三角形 △𝐴𝑃𝑆, △𝐵𝑃𝑄, △𝐶𝑄𝑅

 𝐴𝑃 = 𝑥となり, 𝐵𝑃 = 𝑎 − 𝑥, 𝐶𝑄 = 𝐶𝑅 = 𝑏 − 𝑎 + 𝑥, 𝐷𝑅 = 2𝑎 − 𝑏 − 𝑥
 𝑃𝑆 = 2𝑥, 𝑃𝑄 = 2(𝑎 − 𝑥), 𝑄𝑅 = 2(𝑏 − 𝑎＋𝑥)

 2𝑎 − 𝑏 − 𝑥＞0, 　𝑥 > 0, 　𝑥 < 𝑏, 　𝑎 − 𝑥 > 0, 　𝑏 − 𝑎 + 𝑥 > 0
 より0＜𝑥＜𝑎 ∧ 𝑥＜𝑏 ∧ 𝑥＞𝑎 − 𝑏 ∧ 𝑥＜2 − 𝑏 ∧ 0＜𝑎＜𝑏＜2𝑎より0＜𝑥＜2𝑎 − 𝑏

 面積𝑇 = 1
2 · 𝑃𝑄(𝑃𝑆 + 𝑄𝑅) = (𝑎 − 𝑥)(𝑏 − 𝑎 + 2𝑥)

 =− 2𝑥2 + (3𝑎 − 𝑏)𝑥 − 𝑎2 + 𝑎𝑏

 =− 2(𝑥 − 3𝑎−𝑏
4 )2 + (𝑎+𝑏)2

8

 
 0＜𝑎＜𝑏＜2𝑎より 3𝑎−𝑏

4 ＞0で

 また
2𝑎−𝑏

2 − 3𝑎−𝑏
4 = 𝑎−𝑏

4 < 0より

 2𝑎−𝑏
2 ＜

3𝑎−𝑏
4 であり

 (2𝑎 − 𝑏) − 3𝑎−𝑏
4 = 5𝑎−3𝑏

4 となる

 
 (𝑖) 𝑎 < 𝑏 < 5

3 𝑎のとき

 0 < 3𝑎−𝑏
4 < 2𝑎 − 𝑏より

 𝑎(𝑏 − 𝑎) < 𝑇 ≤ (𝑎+𝑏)2

8

 
 (𝑖𝑖) 5

3 𝑎 ≤ 𝑏 < 2𝑎のとき

 2𝑎 − 𝑏 ≤ 3𝑎−𝑏
4 より

 𝑎(𝑏 − 𝑎) < 𝑇 < (𝑏 − 𝑎)(3𝑎 − 𝑏)
 
 

 以上より　𝑎 < 𝑏 < 5
3 𝑎のとき　　𝑎(𝑏 − 𝑎) < 𝑇 ≤ (𝑎+𝑏)2

8

 5
3 𝑎 ≤ 𝑏 < 2𝑎のとき　　𝑎(𝑏 − 𝑎) < 𝑇 < (𝑏 − 𝑎)(3𝑎 − 𝑏)

 
 

大問18 

解答 
 𝑛 = 2064



解説 
実験していくと、ｎは少なくとも2048以上とわかる。 
まず、1024≦ｎ≦2047の場合について、ｎを2進数で表してみる。 
すると、(2)と(3)の、 にするという 𝑛 → 𝑛

2 または
𝑛−1

2

操作は桁を1つずつ減らす 
ということと動義である。下からb桁目が１で他の位が全て０のとき、 

 𝑎
𝑛

= 1024 + 2𝑏−1 − 210−𝑏
と表せる。また、下から𝑏桁目と𝑐桁目が1で、

 他の桁は全て0とすると(𝑏 ≠ 𝑐)

 𝑎
𝑛

= 1024 + 2𝑏−1 + 2𝑐−1 − 210−𝑏 − 210−𝑐 − 2|𝑏−𝑐−1|
という様に表せる。

 1が3つ以上ある時も同じ様に表せる
b、c…mは1~10の異なる整数とすると、 

 𝑎
𝑛

= 1024 + (2𝑏−1 + 2𝑐−1 +  ...  + 2𝑚−1) − (210−𝑏 + 210−𝑐 +  ...  + 210−𝑚)

 − (2|𝑏−𝑐−1|+ 2|𝑏−𝑑−1| +  ... 　) = 2000
これを整理して、 

 2𝑏−1 + 2𝑐−1 +  ...  + 2𝑚−1 = 976 + 211−𝑏 + 211−𝑐 +  ...  + 211−𝑚

＋ ＋ ＋ ＋  2|𝑏−𝑐−1| 2|𝑏−𝑑−1|
　... 　 2|𝑛−𝑚−1|

と、表せるが、これを満たすような組はないので、不適。 
2048≦ｎ≦4095の時、1024≦ｎ≦2047の時と同様に、 

 𝑎
𝑛

= 2048 + (2𝑏−1 + 2𝑐−1 +  ...  + 2𝑚−1) − (211−𝑏 + 211−𝑐 +  ...  + 211−𝑚)

 − (2|𝑏−𝑐−1|+ 2|𝑏−𝑑−1| +  ... 　) = 2000
となる。これを整理して、 

 48 + 2𝑏−1 + 2𝑐−1 +  ...  + 2𝑚−1 = 211−𝑏 + 211−𝑐 +  ...  + 211−𝑚

＋ ＋ ＋ ＋  2|𝑏−𝑐−1| 2|𝑏−𝑑−1|
　... 　 2|𝑛−𝑚−1|

よって48+16=64で、b=5、つまり、一番上の位と下から5桁目だけが 
1の数が最小となる。つまり2進数だと100000010000、 
10進数で2064が答えになる 
最小性の証明はパワーです。 
2024未満で ＝2000を満たすｎは存在しないので2024以上の偶数を2064まで を求めたら、𝑎

𝑛
𝑎

𝑛

一応ｎ=2064で最小であることの証明はできます 
他に簡単で理論的にできる証明があったら教えてください 
 

 



大問19 

解答 

 ( 60 + 7)2025
：偶数　　( 60 + 8)2025

：奇数

解説 
 ( 60 + 7)2025 = ( 60)2025+

2025
𝐶

1
( 60)2024 · 7 + 　 ······ 　 + 72025 　ー①

　となる (− 60 + 7)2025 = (− 60)2025+
2025

𝐶
1
(− 60)2024 · 7 + 　 ······ 　 + 72025 　ー②

 ①の有理数を𝐴
𝑛
,無理数を𝐵

𝑛
とすると　① = 𝐴

𝑛
+ 𝐵

𝑛
, ② = 𝐴

𝑛
− 𝐵

𝑛
となる

 よって① + ② = 2𝐴
𝑛
 ⇔  ① = 2𝐴

𝑛
− ②

 − 1 <− 60 + 7 < 0より　 − 1 < (− 60 + 7)2025 < 0　となる
 以上より2𝐴

𝑛
− ② は偶数となる

 

 ( 60 + 8)2025
も同様になる

 0 <− 60 + 8 < 1より　0 < (− 60 + 8)2025 < 1 となる

 以上より2𝐴
𝑛
 ー②は奇数である

 
 

 
 

大問20 

解答 

 (1)　 2048
6435 　　(2) 2048

6435 　　　(3) − 37
120 + 1

2 𝑙𝑜𝑔2

解説 

 (1) 𝐴
𝑛

=
0

π
2

∫ 𝑠𝑖𝑛 𝑛𝑥 𝑑𝑥とおくと

 𝐴
𝑛

=
0

π
2

∫(− 𝑐𝑜𝑠 𝑥) 𝑠𝑖𝑛𝑛−1 𝑥 𝑑𝑥

 = − 𝑐𝑜𝑠 𝑥 𝑠𝑖𝑛𝑛−1 𝑥[ ]0

π
2

−
0

π
2

∫(𝑛 − 1)𝑠𝑖𝑛𝑛−2 𝑥 (− 𝑐𝑜𝑠2 𝑥 ) 𝑑𝑥

 　 = (𝑛 − 1)
0

π
2

∫ 𝑠𝑖𝑛𝑛−2 𝑥 𝑐𝑜𝑠2 𝑥 𝑑𝑥 = (𝑛 − 1)
0

π
2

∫ 𝑠𝑖𝑛𝑛−2 𝑥 (1 − 𝑠𝑖𝑛2 𝑥 ) 𝑑𝑥



 　 = (𝑛 − 1) 𝐴
𝑛−2

− (𝑛 − 1) 𝐴
𝑛

 ∴ 𝑛· 𝐴
𝑛

= (𝑛 − 1)𝐴
𝑛−2

 𝐴
1

=
0

π
2

∫ 𝑠𝑖𝑛 𝑥 𝑑𝑥 = − 𝑐𝑜𝑠 𝑥[ ]
0

π
2 = 1

 𝐴
𝑛

= 𝑛−1
𝑛 𝐴

𝑛−2

 よって𝐴
15

= 14
15 · 12

13 · 10
11 · 8

9 · 6
7 · 4

5 · 2
3 · 1 = 2048

6435

 

(2)  と   はx= に対して対称なので 𝑦 = 𝑐𝑜𝑠15 𝑥 ｙ =
0

π
2

∫ 𝑠𝑖𝑛 15𝑥 π
４

x:0→ の積分の値は同じなので π
２

=  
0

π
4

∫ 𝑐𝑜𝑠 15 𝑥 𝑑𝑥 𝐴
15

となるので(1)より  𝐴
15

= 14
15 · 12

13 · 10
11 · 8

9 · 6
7 · 4

5 · 2
3 · 1 = 2048

6435

 

 (3)
0

π
4

∫ 𝑡𝑎𝑛13 𝑥 𝑑𝑥

 
0

π
4

∫ 𝑡𝑎𝑛ｎ 𝑥 𝑑𝑥 = 𝐴
𝑛
として

 𝐴
𝑛+2

=
0

π
4

∫ 𝑡𝑎𝑛𝑛+2 𝑑𝑥

 　　 =
0

π
4

∫ 𝑡𝑎𝑛𝑛 𝑥 ( 1

𝑐𝑜𝑠2 𝑥
− 1) 𝑑𝑥

 　　 =
0

1

∫ 𝐵𝑛 𝑑𝐵 −
0

π
4

∫ 𝑡𝑎𝑛𝑛 𝑥 𝑑𝑥 (𝐵 = 𝑡𝑎𝑛 𝑥)

 　　 = 1
𝑛+1 − 𝐴

𝑛

 ⇔ 𝐴
𝑛+2

= 1
𝑛+1 − 𝐴

𝑛
⇔ 𝐴

𝑛+4
= 1

𝑛+3 − 1
𝑛+1 + 𝐴

𝑛

 𝐴
13

= 𝐴
1

+ 1
2 {( 1

2 − 1) + ( 1
4 − 1

3 ) + ( 1
6 − 1

5 )}

 =− 37
120 + 1

2 𝑙𝑜𝑔2


	大問1 
	解答 
	解説 
	大問2 
	解答 
	解説 
	大問3 
	解答 
	解説 
	大問4 
	解答 
	解説 
	大問5 
	解答 
	解説 
	大問6 
	解答 
	解説 
	 
	大問7 
	解答 
	解説 
	(別解)ルートなしで解くパターン 
	 
	大問8 
	解答 
	解説 
	 
	大問9 
	解答 
	解説 
	大問10 
	解答 
	解説 
	 
	大問11 
	解答 
	解説 
	15+14+13=42より、列の数の和が42であることが分かる 

	大問12 
	解答 
	解説 
	大問13 
	解答 
	解説 
	 

	 
	大問14 
	解答 
	解説 
	解説 
	大問16 
	解答 
	解説 
	 
	 
	大問17 
	解答 
	解説 
	大問18 
	解答 
	解説 
	大問19 
	解答 
	(60+7)2025：偶数　　(60+8)2025：奇数 

	解説 
	0<−60+8<1より　0<(−60+8)2025<1 となる 

	大問20 
	解答 
	解説 

